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め には

昭和 51・ 52年度における埋蔵文化財調査の概略を ここにま

とめ上げました。 これ も偏に関係各位のご指導・ ご協力の賜

物でありまして厚 くお礼 申 し上げます。

ご承知のように古大和川は豊穣な河内デルタを形成 し、縄

文・ 弥生時代の太古か ら優れた河内文化を育てて参 りま した。

近年、産業経済の進展、 とくに社会構造の変化は耕地の宅

地化を促が し、各種の土木建築工事 となってあらわれてお り

ます。ベッ ドタウンとしての近郊都市の宿命か も存 じません。

この急速な開発は埋蔵文化財 と深いかかわ りを持ち、多 くの

課題を生 じております。

これ らの工事に対 し市教委 は文化財保護の立場か ら調査を

実施 し、総括をご報告する次第であります。

今後における文化財保護 と河内古代史解明の一資料 とな り

ますれば幸いであ ります。なお一層諸賢のご指導、 ご教示を

お願い申し上げます。

昭和54年 3月

八尾 市教育 委員会

教育長 坂 本 正 一
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査調

1.<中 田遺 跡 >刑 部変 電所

建設予定地埋蔵文化財発掘調査略報

調査地 は中田遺跡の東南端 に当ると思われ る地点で ある。すなわち八尾市教

育委員会が昭和 49年 度 に国庫補助金 を もって実施 した中田遺跡範囲確認調査 D

地点 に当 る。 また昭和 50年 12月 か ら昭和51年 3月 にかけて行われた大阪府水道

部送水管布設工事 に伴 う東 弓削遺跡 (14-C)お よび (15A-1)に 近接す る

地点 にある。

旧大和川の長瀬川 と玉串川 に狭 まれ楠根川に沿 う低平地一帯 の深層部 は、極

めて複雑 な地層 とな ってお り古大和川の自然流路を示す土砂の堆積がある。 こ

れ ら砂州 の上 には弥生時代以降、各時期 の大小集落が形成 されてきた。従 って

当該地一帯 は もちろん長瀬川、玉串川および楠根川、平野川などに沿 う河内平

野 の至 るところに包蔵 され る多彩な埋蔵文化財 の実態 は、十分に把握 し切れな

い実情 にある。

調査 は建設予定地約 1,600肩 の うち 4地点、延 112柄 について実施 した。す

なわち A、 B、 Dの 3地点は 2れ × 2れ の小試掘孔を、そ して C地点では 8れ

X10れ と付属 トレンチ 2ケ所 を試掘 した。

<A、 B、 D> 全面 に約 0.5昴 の盛上があ り盛上の下 は耕上、床土が明瞭に

遺 り、かつて この地 が水 田であった ことを知 ることがで きる。 そ して以下茶褐

色砂質土 、灰褐色細砂土 、暗褐色粗砂層 と続 くもので ある。

A……床上 の直下か ら約 3p以 上の深 さまで茶褐色粘土層が続 き、層中に遺

物・遺構 は認 め られない。

B・ ……上層 は Aと 同様であるが第 3層 は粗い砂礫層 とな り湧水が激 しい。砂

礫層 の厚 みは確かめ得 なか ったが、かな りの堆積のよ うで ある。いずれの層か

らも遺物 、遺構 は認 め られない。

D…… Bと 同様 の層序を示 し遺物 、遺構は認 め られない。

C,… …上層 は A、 B、 Dと 同 じであるが、第 3層 は約35印 を測 る黄褐色微砂

質土 とな り弥生式上器 か ら鎌倉期 に至 る各時期 の上器片が混在 している。 この
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第 3層 は第 4層 の砂層上 に置かれた埋土で ある。従 って層中に含 まれている各

期の上器片 は、埋土 と共 に他所 か ら運 ばれた もののよ うで原形を留 め るものが

極めて少 ない。

埋上の第 3層 は上・下 2層 に細分で きるよ うである。上層面 には上縁径約

1.80れ 、深 さ約 1.60れ 、下底径約 1.10れ の掘方を持つ曲物井筒井戸が第 4層 砂

礫層中に含 まれ る地下伏水層 まで埋め込まれている。

この井戸掘方 内には 2基の曲物井筒が認 め られ る。それは 2基が同一掘方内

で井底 に上下の差を持っ構造で ある。各 々の井筒 内に若千の遺物 を検 出 したが 、

この 2基の前後関係を決定す る明確 な資料 とはな らない ものであ る。

井筒内の遺物で注 目される もの と して、上方井筒か ら木製横櫛 の出上がある。

鎌倉時代末期 の曲物井戸か らしば しば検出 され る通有 の横櫛である。

この井戸遺構面 には、柱穴状 円形 ピッ トが 3個 認め られ る。20勁 か ら35翻 前

後の もので、 ピッ トは各 々方形 の掘方 を持 っている。 これ ら柱穴状 ピッ トが前

後左右 どのよ うな相互関係 にあ るかは不明である。

一方、第 3層 下層 に も掘方 を持たない柱穴状 円形 ピッ ト14個 が認 め られ る。

この うち 2個 は径35翻 と40物 の規模 を持つが、他 は10勁 か ら20勁 までの杭跡状

の もので ある。上層のそれ と同様 に各 々の相互関係を掴 む ことが困難で ある。

第 3層 の約35翻 黄褐色微砂質土 内には弥生式土器か ら鎌倉期 に至 る土器片 の

混在が認 め られ る。前述の ごと くこの層 は埋土 と思われ、原形を留 める土器 は

極めて少 ない。また第 3層 上層面 にある井戸、柱穴状 ピッ トに伴 う明確 な遺物

は認め られず、下層面 において も柱、杭状 ピッ トに伴 う遺物 は検 出で きなか っ

た。

1.弥生式上器………弥生式 中期後半 の壺形土器片若千 と、後期 の甕形土器片

多数 が ある。 口縁部 による個体数 はおよそ40な い し50点 を数 え ることがで

きる。

2.土 師器・……庄内期、布留期 の古式上師器か ら、 ほぼ奈良時代 までがみ ら

れるが、いずれ も細片化 していて原形 に復す ることが困難で ある。

3.須 恵器・……大甕片、蓋杯片が若千 み られ る。

物と退
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4 瓦 器・……曲物井筒井戸底か ら出土 した碗は、焼成が悪 く胎上にも砂粒

が混 り粗雑なつ くりである。そのほか細片が若千出土 している。

5.陶磁器……・備前焼系鎌倉期の摺鉢片、信楽焼系壷 の破片が数点み られる。

6.曲物井筒…… 2個 の井筒 とも桧板材で桜樹皮で綴 じている。筒の上、下

端 に 2鰤 前後の小孔が あ り木釘が遺 っているが、 この木釘の性格 は不明で

ある。

7.櫛……… 曲物井筒底か ら出上 した。材質 は不明で あるが横 (平 )櫛で、

鎌倉期の井戸底か らしば しば出土す る櫛 と通有の ものである。

ま と め

調査予定地の約÷について試掘調査を実施 したが、遺物の出土をみたのはC

地点約25柄であった。 この部分の遺物 も鎌倉期頃の整地によって他所か ら運び

込まれた埋土中に含まれているもののようで、柱穴状 ピット面に伴 う遺物は確

かめ得なかった。また井戸遺構が柱穴状 ピット遺構と直接関連するものか否か

も現状では不明である。

耕土下約 1.50p以下に堆積する砂層下の粘土層には、弥生式上器の単純包含

層のあることが東弓削遺跡調査で確かめられているところから、当該地におけ

るボーリング資料を参考として本工事の掘削には立会調査が必要であると考え

る。

-3-



‐
‐
生
‐
‐
‐
‐‐‐
作

‐
ド

‐

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

―

―

―

―フー

||
|IH

→」―
¬

|  |

甘ぃ|,



NK
O―

C西
壁

― り ―

耕
土

床
土

TP
 1
0m

青
灰
鮒

土



NK
O―

C】
ヒ 壁

ｌ ω ｌ

土 土

耕 床

―
■

ユ
10
m



造
物
１

ヽ

＼

ヘ

10m



遺
物
２

NKOC-1

N晏、C-2

-8-



井
戸
断
面
図

灰色細砂

褐色粗砂
ｃ

・
‐

∞

０

０

¨

彩

晋

lm

-9-



NK
OC
-1

才NK
)c
-1

由 物 井 筒

Ｂ И 豚 И □ と И И 盪 協 協 協 魃

一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．

一

一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

― 畔 ｏ ｌ

°

II
。

I毘

呻

ロ 　 ロ 日

20
cm



査調

2.<東 弓削遺跡>八尾市立仮称第13中学校

新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査略報

昭和49年 、新設中学校の校地 として決定 した一画は北に「中田遺跡」、南は

「東弓削遺跡」に接 してはいるが、付近一帯は遺物の散布もみられず、また過

去の小土木工事においても埋蔵文化財の包蔵はみられない区画であった。とこ

ろが昭和50年 12月 か ら昭和51年 3月 にかけて大阪府水道部による送水管布設工

事が校地西縁で行われ、地表下約 3れ ～ 4れ に弥生式土器、古式上師器を包含

する層のあることが確かめられた。

このため、市教育委員会では校地内における校舎建築予定地に対 し、埋蔵文

化財包蔵の有無とその実態を掴むための試掘調査を実施することとした。

調査は校舎建築予定区画内に 5箇所の試掘溝を設定 した。

① <D>(浄 化槽予定地 )

東西 10れ 、_南北 4れ 、深さ 5れ の溝の第 4層 に約 10働 厚みの粗砂層が全面

に広がっている。 この砂層中に数点の上師器、瓦器が認められた。各土器は

いずれも小片化 し著 しく磨耗 し、流砂と共に他所か ら運ばれたものである。

第 3層 と第 5層 の上下層は、淡褐色の微砂上で第 4層 中にかかわりのある土

器は全 く認められない。第 6層 は暗青灰色粘質土層、そして第 7層 は古大和

川の堆積になる粗砂層が部厚 く続き、以下微砂、粘土と続 く。第 7層以下の

深部には自然植物遺体の混入が認め られる。

② <A-1>(体 育館予定地)

東西 4れ 、南北20れ 、深さ 3.7れ 、① と同様の層序であるが、第 4層 の粗

砂層は平均 15翻 と僅かに部厚い堆積で、砂質 も比較的粗い。第 3、 第 5層 は

全体に暗黄褐色砂質上で第 5層上部には暗灰色がかった粘上が不規則に堆積

している。 この粘土帯は 1時期前の水田面の痕跡であろうと推定 される。以

下は古大和川の流砂の部厚い堆積層となり、① と同様の層序になるものと考

え られる。

③ <A-2>
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体育館予定地の南に接 し、東西方 向に設 けた試掘溝で ある。<A-1>と

同様の地層であるが、第 2層 の部厚 い床上の次は厚み 15翻 前後の粗砂層 とな

っている。第 3層以下の層序は<A-1>と 変 らない。

④ <B-1>

<A-2>の 同一線上、東寄 りに当たる同規模の試掘溝である。耕上、床

土そして第 3層 の褐色微砂土層までは<A-1>と 同様の層序であるが、第

4層 は暗青灰色粘質土層となり、この層の上部に鎌倉期 と推定 される瓦器の

小片が数点包含されている。この層が遺物を包含する唯―の層であるが、他

に遺物および遺構は全 く認められない。次の第 5層 は古大和川の流砂堆積層

である。

⑤ <C-2>

校舎東縁予定地で、南北に設けた試掘溝である。第 2層 の床土と第 3層 の

部厚い淡褐色微砂上の間で北寄 りに厚み約30勁 を測る赤褐色粘質上が入 りこ

んでいる。 この層は第 3層 に落ち込んだ形で、上下層より比較的硬 く、わず

かなが ら石英砂粒を含んでいる。

⑥ <C-1-E>、 <C-1-N>

層序は<A-2>と 全 く同一であるが、第 2層 の床土が<AT2>に 比べ

てうす く、第 4層 は逆に部厚 くなっている。第 5層 の粗砂層上面は<A-2>

と同一である。ただ し<C― E>に おいては東端で第 3層 の淡褐色微砂土が

次の粗砂層中に傾斜 し落ち込んでいる。

出土遺物 はいずれ も小破片で量 もご く僅かで ある。遺物 のほとんどは<D>

の浄化槽予定地か ら出上 している。 <D>地 点の遺物 としては土師器片、瓦器

片がある。 これ ら遺物 は第 4層 の粗砂層中に含まれていていずれ も磨耗が著 し

く他地点か ら流砂 に混 って運ばれた もので ある。

一方、本調査で唯― の包含層 と思われ る<B-1>の 北寄 りか ら出上 した瓦

器片がある。暗青灰色粘質上で若千 の木炭片 も混 じる層である。瓦器は鎌倉期

の末頃 と推定 され るが、層 中に時期を掴む手がか りとなる資料が乏 しく断定で

きない。 この包含層 と同質 の土層 は<D>の 深層部 にも見 られたが遺物 の包含、

物遺
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木炭片の混入 も認 め られなかった。

ま と め

大阪府水道部工事<15A-5～ 7>(東 弓削遺跡、昭.51.3)の調査におい

ては旧耕上下約 2.5れ ～ 3.0れ に暗青灰色微砂質土層があって弥生式土器 ～古

式上師器の出土が み られたが、今回の試掘調査では深層部 において も遺物の出

土 と包含 は認 め られなかった。ただ<D>の 第 6層 暗青灰色微砂質土が層序、

標高か らはほぼ一致す るものの遺物の包含 は見 られなか った。

東 弓削遺跡一帯 の地下 は、古大和川の氾濫原や流路が網の目状に走 り、かな

り複雑な地相を示す地域である。従 って数 メー トルを隔てた地点で遺構、遺物

の出上を見 る場合 もしば しばである。今後、周辺の土木工事 には この点での注

意が必要であろう。
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査調

調査地 は昭和 50年 12月 ～昭和 51年 3月 にかけて調査 された東弓削遺跡地 内に

ある。当遺跡は上層に奈良 ～鎌倉時代、中層に埴輪などの古墳時代遺物 、そ し

て深層部 には古式上師器、弥生式土器を包含す る複合遺跡である。 旧大和川の

長瀬川、玉串川に挟まれた東弓削遺跡は地理的に不安定な位置 にあ りなが ら、

早 くか ら生活の場 として選ばれ 2,000年 に亘 る歴史を伝えているのは、やは り

この地が豊かな収穫を約束 して くれる耕地 としての諸条件 を備えてぃるか らで

あろう。

調査は鉄塔建設 4地点 (HYKTl.2.3.4)の うち 2.3.4の 3地点 に対 して

行 った。 HYKTl地 点 は玉串川左岸 旧河床部であるところか ら遺構の存在は

考え られず、本工事の際に立会 うこととし、 2.3.4は すべて手掘 りで調査 した。

HYKT2

周辺一帯 は水 田地帯であるが当該地 のみが野菜畑 に転用 され、耕土 はよ く

乾燥 してお り地表面標高 TP.10.33れ を測 る。

東西に<10p× 2れ >の Atr、 南北 に<3れ × 1れ >の Btrを 設定 した。

耕土約 0.15れ を除去 し、床土面を精査 した。未土は赤褐色の山上で固 く締め

られている。次の第 3層 は灰褐色砂質土 とな り比較的硬 く、層中には近世陶

器や磨滅の著 しい土師器片が混在 し、近世になって造成 された層であること、

が察せ られる。第 4層 は灰褐色砂質粘土層が 0。 15れ の厚 みで全面 に拡が って

いる。 この第 4層 には土師器の小片 と瓦器片が若干認め られる。第 5層 は赤

褐色砂ま じり粘土層 にかわ り、瓦器片が比較的多 く検出 され、 この層が ほぼ

鎌倉時代を中心 と した生活面であろうと思われ る。第 8層 以下 については坪

掘 りとし、現地表下 1,78れ まで調査 したが部分的に川砂の流入層が交錯 し、

生活面を推定 させ る層 は認 め られなか った。

HYKT3

古 くは水田と して、近時は野菜畑 として利用 されてお り、耕土、床土 は共
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にほぼT2に 近い土質である。 ただ床土 は 0.20mと 厚 く非常に固 く締まって

いるのが 日立つ。

東西に<14p× 4れ >の トレンチを設定 し床土面か ら調査をは じめた。床

土中には弥生式上器、土師器、須恵器、陶器、瓦器などの破片が混在す る赤

褐色砂質上で、磨滅の著 しい土器を含むことが HYKT2と 異なる。 これは

古い時期の遺構土を床土用 として客土 した ものか と察せ られる。第 3層 は灰

褐色砂質上で比較的部厚い層 となっている。第 3層 中にはご く僅かの上師器

片、須恵器片が認め られ るが、いずれ も小片である。第 3層では東か ら 3ケ

所 の小 トレンチを設 けた。

すなわち<4励 Xl.5確 >の Atr、 Btr、 Ctrで ある。また Ctrの 北側 に

も<6れ × 2胞 >の Dtrを 設定 した。

Atr… …第 4層 は 0.06れ の褐色砂層を挟んで灰茶褐色粘土層が下方へ続 く。

この粘土層上部で土師器片、須恵器片が若干認め られたが、遺構 は認め られ

なか った。

Btr…… Atrと 同 じ層序であるが灰茶褐色粘土層上部か ら瓦器片、丸瓦片

の出上があった。丸瓦片 は「東弓削遺跡 BC地 区」出土の奈良時代後期丸瓦

片に近似す るものである。

C trお よびD tr… … D trで は第 4層 が赤褐色粗砂層 となっている。 この砂

層 は Ctr西端付近か らは じま り西方 に厚みを増す よ うである。南北方向への

ひろが りは不明である。遺物 は Dtrの 赤褐色粗砂層か ら土釜片が一点出上 し

ている。

HYKT4

周辺の水田面 よ り少 し低 く位置 しているため排水が悪 く長い期間湿田であ

ったよ うで ある。従 って耕土 と床上の区別 は明瞭でない。東西に<13れ × 2

れ>の Atr南北に<5脇 × 2れ >の Btrを それぞれ設定 した。

Atr… …・第 3層 は灰褐色砂質土層で この層の下部 には酸化鉄の沈澱が認め

られた。 この層 より近世陶器、瓦片が僅かであるが出上 している。以下青灰

色粘土層、青灰色 シル ト層 と続き、遺構 は認め られなか った。

Btr・ ……Atrと ほぼ同 じ層の状態で近世陶器がわずかに出土す るのみで、

遺構 も認め られなか った。
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遺  物

HYKT2～ 4に かけて各 々か ら弥生式土器、土師器、須恵器、瓦器、陶器、

磁器の破片が出土 している。

これ らの破片 はいずれ も磨滅が著 しく、遺構 に伴 うものではない。近世 にお

ける耕地整理 などによって運び込まれた ものと察せ られる。

ま と め

HYKT2～ 4の 地点は「東 弓削遺跡」のほぼ中心地域 と推定 され るが、上

層部調査の結果 としては遺構の存在 は確認で きなか った。 しか し当遺跡におけ

る弥生式上器、古式上師器の包含層 は 4～ 5れ の深層部 に想定 され るところか

ら、鉄塔建設の本工事 にはHYKTlも 含めた立会調査が必要であると考える。
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査調

佐堂遺跡 は八尾市佐堂町にある穴太神社、杵築神社を中心に古墳時代、鎌倉

時代の遺物の散布を見 る遺跡である。その うち穴太神社境内北縁では鎌倉時代

屋瓦片の出土があ り、 この付近に鎌倉時代寺院の旧存 した こと、寺院を中心 と

した集落のあった ことなどを窺 うことができる。またこの佐堂遺跡の西方、中

央環状線 に沿 う東大阪市友井には「友井東遺跡」があ り、古墳時代遺物の彩 しい

出上があった。一方、北 には八尾市 山賀町に「山賀遺跡」があって弥生時代前

期 には じまる弥生時代の大集落遺跡がある。今回の調査地点は これ ら3遺跡の

推定範囲の接点 に当 り、 3遺跡の主遺構のいずれかに接触す る可能性の高い地

点である。また、 この地一帯 は河内国若江郡の条里区画が比較的良好に遺 って

お り、当該地 も条線 に沿 う半折型地割 りを見せる土地で もある。

5345.68病の土地 に対 し8箇所 の試掘孔を設 けた。試掘孔 は 4れ ×4励 × 3

p～ 4れ で遺構ない しは、遺物包含層が確認 された場合 は、更に拡張調査す る

計画で実施 した。試掘孔 の配置は別添図の とお りである。

調査地 には旧水田面 に約 1昴 前後の盛上がなされている。

試掘孔の名称 は<SN-1～ 8>と し孔の断面記録 は東壁を<E>、 北壁を

<N>、 南壁を<S>と した。なお旧水田面の標高は<T・ P6.5れ >で ある。

1.<SN-1-N・ S>

耕土約 16翻 厚みの下 に緑灰色砂ま じり上20肋 、灰褐色砂ま じり土約25働 が

あ り、粘質の山土 による床土は設け られていない。いわゆる「ふけ田」 と呼

ぶ湿田で ある。第 4層 に厚み 10働 ～15勁 の粗砂ま じり粘土層がある。あるい

はこの第 4層 が 1時期古い水田の床土 に当たるものか と考え られるが、確か

な事 は不明である。第 5層 は50勁 ～60働 の黄褐色砂ま じり粘上で層中には褐

色の酸化鉄の沈澱がみ られ、近接す る他遺跡の例か ら判断す るとほぼ鎌倉期

層 に当たると思われ る。層中には遺物 は認め られない。第 6層 は黒灰色 シル
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卜ま じり土で、かな り古 い時期の長瀬川の氾濫 による堆積層 と推定 され る。

第 7層 は僅かであるが 自然植物遺体を含む黒灰色粘土層 となっている。粘土

の粒子 は極めて細か く、長期 に亘 る湛水泥の層 と考え られ、 この層 にも遺物

は認め られない。

2.<SN-2-NoS>

この試掘孔東壁の観察では第 2層 の床上が約30勁 で青灰色硬質の砂ま じり

土 と黄褐色砂質土か らな っている。第 5層 、第 6層 は南半が粗砂、 シル ト、

粗砂の互層 とな り、層序 は安定 していない。南方すなわち長瀬川方 向か らの

小氾濫砂の堆積 とみてよいよ うで ある。第 7層 は約60勁 の黒灰色粘土層で次

の第 8層 にみ られる自然植物遺体 は含まれていない。第 9層 は約30翻 の粗砂

が堆積 し第 10層 は自然植物遺体 の混入 した暗黒灰色粘土層 となっている。本

醇掘孔では鎌倉期 に当 るのイよ第 4層の細砂を少 し含む黄褐色粘土層で古墳期

のベースは第 7層 の部厚 い黒灰色粘土層であろうと思われたが、層中に遺物

は認め られなか った。

北壁 は比較的安定 した層序を示 している。なお北壁西端 に第 4層か ら打込

んだ と思われ る長 さ60肋 ～80翻 、径約 10翻 の木杭が検出された。当地 に遺 る

条里関係 ない しは用水路、畦畔用の木杭か と察せ られ るが、条里線 には合致

せず、また用水路の痕跡 も見 られない。

3.<SN-3-S・ E>

南壁 は極 めて安定 した層序 とな っているが、東壁 は一部で複雑な層を示 し

ている。東壁第 1層 の耕土は約40翻 と部厚 く、次の床土 は平均20勁 の緑褐色

砂質土 とな り、下半が酸化鉄の影響か と思われる黄褐色細砂ま じり粘土層 と

なっている。第 3層 は黄褐色粗砂層が約30勁 厚みで堆積 しているが、南端に

長径約307、 短径約 10翻 の楕 円形の粗砂 ブロックがみ られ る。 この第 3層 ま

たは次の第 4層 が鎌倉期層 に当た るわけであるが極めて不安定な層序を示 し

ている。一方、南壁の方 は耕土以下各層 は平均20勁 厚みで堆積 し、第 5層 の

黄褐色砂ま じり粘土層約 17翻 下部で奈良時代末期 ない しは平安時代 と推定 さ

れる須恵器蓋物、土師器碗が出上 した。わずかに磨耗痕がみ られ るが第 5層
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を大 き く動 いた遺物ではないよ うに思われる。第 6層 が約50翻 の黒灰色粘土

層、そ して最下層 は赤褐色粗砂層 となって終 っている。

4.<SN-4-N・ E>

耕上下約20翻 の第 2層 に黄褐色粘質土約30勁 がある。層序か らは床土に当

たる層であるが、東壁では約70翻 厚みとなり、粘質度が高 くきわめて軟質で

ある。第 3層 に 10勁 ～20Mの 薄い灰色砂層があ り、層下端は著 しく酸化鉄の

沈澱がみ られ る。第 4層 は約60翻 厚みの黒灰色 シル トま じり粘土層で層中に

は若子の 自然植物遺体があって<SN-1、 第 7層 >、 <SN-2、 第 8・

第 9層 >に 対応す る層で あるが、本孔の場合 は<SN-1、 SN-2>に 比

べかな り上層 に位置 しているのが 目立つ。第 5層 は黒灰色粘上で約90肋 の厚

みを持 ち、かな り長期 に亘 る泥土層 のよ うで層の色調 はい くつかの濃淡をみ

せ る。最下層は青灰色細砂の堆積で安定 した層である。

5,<SN-5-N・ E>

<SN-4>の 東に接す る本試掘孔 は<SN-4>の 比較的安定 した層序

に対 し、かな り複雑な地層を示 している。まず北壁では第 1層 の耕土 は10翻

内外 と薄 く、 しか も砂ま じりである。第 2層 の黄褐色砂ま じり粘土層は西寄

りで約40勁 ～50勁 、東寄 りで60翻 ～70勁 。第 3層 では第 2層 と同色調で シル

トを含み、西寄 りで40翻 、東寄 りで20翻 と不揃 いである。第 4層 の青灰色 シ

ル ト層は多量 の地下水を含み、西寄 りで60勤 、東寄 りで20翻 と大 き く傾斜 し

ている。そ して第 5層 の黒灰色粘土 も上縁が西 に低 く東に高い傾 きである。

第 3層 までの層序 および土質は基本的には<SN-4>に 対応す るが堆積は

不安定で ある。東壁 においてはこの傾向が一段 と著 しく、第 2層 の床上に当

たる層 は南北端で大 き く傾 き、第 3層 の黄褐色粘土層 も砂、 シル ト、細砂が

層中に交錯 して入 りこんでいる。第 4層 の青灰色 シル ト層 も南端 においては

粘上の入 りこみがあ り、最下層の第 5層 黒灰色粘土層中にもシル トが薄い層

となって南か ら入 りこんでいる。 これ ら南端 にみ られ る複雑な層序の変化は

南か ら北へ と比較的短期間に土砂が押流 され堆積 した結果で生 じた ものと観

察 され る。
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6.<SN-6-S・ E>

全体 に安定 した層序である。土質、色調 ともに<SN-1>と ほぼ同一で

あるが、<SN-6>で は第 4層 に灰色砂約 10翻 の層がある。第 8層 の青灰

色細砂層 は隣接の<SN-4>と 同一層であろう。

7.<SN-7-S・ E>

この試掘孔 も安定 した層を示 している。約20翻 の耕上 の次 に灰緑色砂質土

の床土約30勁 がある。第 3層 は鎌倉期 と推定 され る黄褐色砂 ま じり粘土層で

あるが遺物の検出はなか った。第 6層 の黒灰色粘土層 は シル トと粘上の互層

が 日立ち、ゆるやかな冠水が何回かに亘 ってあった ことが察せ られ る。湧水

は第 5層 の粗砂層か ら若千み られるが、他 の試掘孔 に比 して多量ではない。

8.<SN-8-S・ E>

第 3層 の緑褐色砂質土中に植物遺体を若干含んでいる。他の試掘孔では見

られなか ったこの層 は、次の第 4層 黄褐色硬質粘土 (鎌 倉期 と推定 )の 直上

層で、室町初期の頃の旧大和川氾濫 によるものであろうと推察 され る。 この

ことは「中田遺跡」、「八尾木遺跡」のそれぞれにおいて見 られた現象であ

った。流路、地形、位置、流勢 によって同一ではなかろうが当佐堂遺跡一帯

の堆積地層考察の 目安 となろう。 また第 7層 の粗砂層、そ して第 8層 の黒色

粘上、第 9層 の粗砂層 の層序は当地一帯 に見 られ る基本的な堆積 と考え られ

る。

ま と め

「山賀遺跡」、「友井東遺跡」、「佐堂遺跡」の各 々が交錯す る地点である

ため、地下に埋蔵す る文化財 については強い関心の払われ るべ き試掘調査であ

った。地理的には旧大和川の主流、長瀬川の流端 に近 く流勢はおとろえ粒子の

細かい土砂が州状 に堆積 した地域である。 この ことは試掘孔全体 の深層部で も

確認 されている。っいで後世 に至 って治水 に伴 う土地 の安定 は第 3層 ～第 5層

が均等の堆積で今 日に至っているところか ら、最 も新 しい鎌倉期集落跡の遺存

が考え られたが、当地一帯 は試掘調査の限 りで は遺構、遺物 は認 め られず水の
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豊かな耕作田であった らしく考古学的には特 に顕者な資料 には接 しなかった。

出土遺物 も須恵器、土師器の各 1点 と若干の瓦器片が不規則に混存す る程度

である。
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調

5。 関 西 電 力 K.K「信貴敷津線」

送電鉄塔建設用地埋蔵文化財発掘調査概要

「信貴敷津線」鉄塔建設路線上 には東か ら「神宮寺遺跡」、「東弓削遺跡」、

「老原遺跡」があ り、工事 に先立 って埋蔵文化財発掘調査の必要があった。す

なわち「神宮寺遺跡」では鉄塔血 7、 8、 9、 「東 弓削遺跡」では配 13、 14、

そ して「老原遺跡」で血20-1で ある。

1,Nc 7<K.T.7>

古墳時代末期の集落跡および平安時代初頭の神宮寺跡 と推定 されている遺

跡で ある。付近 には奈良時代 の屋瓦片、土師器片、須恵器片の散布がみ られ

る。調査 は地形の関係上、新鉄塔四脚の うち三脚部 について実施 した。現在

は植木養殖畑であるが、かつては水田で あった。

査

第 2層 は赤褐色硬質の床土、第 3、 4、 6の 各層は時代不明で あるが古い

時期の水田層 と判断 され、層序観察か らはかつての住居跡、寺院関係遺構 は

認め られなか った。 この地点 は土地利用当初か ら水田として現在まで継続利

用 されていたよ うで ある。第 5層 の床土面 には鋤跡 と思われる浅い溝が北西

～南東方 向で 6～ 7条みとめ られた。

出土遺物はいずれ も磨耗の 目立つ土師器片、瓦器片が主で若干 の青磁、白

磁片が混 る。神宮寺関係の屋瓦片若干 もあるが、いずれ も磨耗 しており旧水

田、床土 (第 5層 )内 に混入 した形で出上 している。土層で奇異 に感ぜ られ

るものに第 4層 の乳褐色 シル トの薄い層がある。厚み約 1～ 2勁 であるがか

な り広範囲 にひろが っている。砂質は河砂のように見受 け られる。 この地域

で恩智川、ない しは玉串川 (旧 大和川)か らの氾濫 は絶対 にあ りえないこと

であるか ら、 もしこの砂層が何 らかの氾濫 によるものであるとすれば、旧業

平道 に沿 う水路底に堆積 していた細砂の移動であるか も知れない。

配 8<K.T.8>

八尾市神宮寺 264、  265地 内で東高野街道西下の一画 に当たる。既設鉄塔
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の東に南北方向に トレンチを設 けた。 かつては湿田であった らしく旧耕土、

床土 は明瞭でな く軟弱である。 しか し第 4層以下 は比較的安定 した土 と層序

がみ とめ られる。ついで第 6、 7層 はかな り古い地層で第 6層青灰色砂層、

第 7層 には 自然植物遺体の堆積部がみ られ、 この 2層が生活最低部層 に当た

ると判断 される。すなわち第 3層 が一時期前 の耕土、第 4、 5層 が第 3層 の

床層 となるようである。顕著な遺構 は認 め られないが第 3層 において 2個 の

ピッ トと 2条の小溝 とが認め られ るが、その性格 は不明である。第 4層 の床

土 と推定 される層上面 に東西方向で鋤跡 2条が遺 っていた。

出土遺物 は上師器片、須恵器片でいずれ も磨耗の著 しい小片若干で ある。

東方山麓 のいずれかか ら流下 した もので あろう。

3.血 9<K.T.9>

八尾市神宮寺 160、 161地 内である。調査地 は旧河内国大県郡条里遺構の

良好に遺存す る地域である。条里線上を北流す る恩智川右岸 に接す る水 田内

で、旧大和川の一支流 玉串川 と山麓の中間地点 にあた り恩智川の歴史的変遷

と川沿 いにひろが る水 田ない しは集落跡を知 る重要な地点 とい うことができ

る。

調査 は旧鉄塔西側で計画塔四脚の内三脚を結ぶ L字形調査溝を設 けた。第

3層 までは比較的安定 した層序で 2時期 に亘 る水田遺構が認め られ る。第 4

層、第 5層 の時期か ら第 7層 まではおよそ 3回 に亘 って恩智川、あるいは玉

串川 と推定 され る河川の氾濫 による細砂、粗砂の堆積層がみ られ る、 この氾

濫期の間に溜水地帯 とな った時期 もあるよ うで、 この地点のみについてみれ

ば水田として安定す るのはかな り新 しい時代 と推定 され る。 と くに北壁東端

の観察では第 9、 10、 11層 に部厚い砂の堆積部があ り、 この部分 は冠砂後 し

ば らく放置 されていた ことを うかが うことができる。

4.血 13<K.T。 13>

八尾市大字都塚 158-2、 159-2地 で外環状線 (170号線)の 東側水田

内で ある。調査地水田の小字名 は「宮の前」で古 くか ら由義宮、弓削行宮 と

関連づけて考えて来た地域である。 しか しこの「宮」は大字都塚の氏神「式
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内都留美島神社」の「宮の前」であろうと察せ られ るが、確かな ことは判 ら

ない。

昭和 49、 50年 にかけて大阪府営水道送水管布設工事のあった この地一帯の

調査の結果 は、かな り広範囲に亘 って遺物包含層な らびに建築遺構の埋没が

考え られ る状態であ った。確かに由義宮、弓削行宮、弓削寺のいずれかに該

当す る遺跡の一画であることが ほぼ確実 となった ところか ら「宮の前」はこ

れ らとの関連で伝え られたものであるか も知れない。

調  査

第 1層 、第 2層 の耕上、床土 はかな り安定 した層序であるが、第 3層以下

第 6～ 8層 までは複雑な堆積がみ られ、 とくに第 3～ 5層 は焼土、廃上 によ

るブロック状堆積層 となってお り、 この層中には土師器片、須恵器片、瓦器

片、屋瓦片、陶器片などが混 る。 これ らの中にあって壁土か と思われる焼土

中には切藁の切が入 っているものがある。 この火災 によるだ ろう焼土の時期

は確かめよ うもないが、屋瓦片の中に二次火熱を蒙 った鎌倉時代末期 と推定

される ものが数点あるところか ら、この焼土は鎌倉時代の ものであるか も知

れない。被災後の廃上をこの地一帯に運び、地ならししたものであろうこと

を うかがうことができる。この傾向は試掘溝の西寄 り (推定弓削遺跡中枢部)

に著 しい。 このことは『 東弓削遺跡 』を参考として考えると一段と明瞭とな

る。

第 10、 11層 は礫ま じり砂層、および礫 によるブロック状の堆積があり、か

つて この層の時期 に小規模ではあるが玉串川の氾濫があった ものと思われる。

第 12～ 14層 はそれぞれ色調の同 じシル ト質粘上の堆積層である。 この シル ト

層 は「東弓削遺跡」においては古大和川期 に造成 された堆積州に当る土質で、

弥生時代 (畿 内第 2様式)か ら鎌倉、室町時代まで各期の生活面が累積 して

いた ものである。当調査地点では顕著な遺物包含層は確認 されていない。 こ

のことはこの地区が当時の耕地 (水 田)で あったのか も知れない。

5。 血 14<K.T,14>

八尾市大字東弓削51-2、 52地 の一部である。『 東弓削遺跡 』、 弓削寺関

係遺物の出上した「大阪府営水道16工 区」 (府 水16工 Ⅸ〉の東に接する地点
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である。第 1～ 3層 については安定 した層序であるが、第 4～ 7層 にかけて

は西寄 り、すなわち「府水 16工 区」に近づ くにつれて土層に乱れが見えは じ

め、瓦器片、屋瓦片などが混在す る。「府水16工 区」においては奈良時代か

ら鎌倉時代 にかけての屋瓦片を混えた廃土 による整地層が広範囲 にひろが っ

てお り、土層 も第 3層 ない し第 4層 か ら乱れは じめる傾向が見えたが、当調

査で もやはり「府水 16工 区」に近い西寄 りでやは りこのよ うな傾向がみ られ

る。第 6層 の乳 白色粗砂層中に若干 の遺物が混 るが、 これはいずれ も小片で

磨耗が著 しい。

血20-1<K.T.20-1>

八尾市大字東老原 2-20、 23-3地 内である。関西電力 K.K.八尾変電所東

側一帯 は古墳時代の集落跡で、かつて埴輪の出土 した地区である。また変電

所西側 は「五条宮跡」の名で知 られ東大寺式軒丸瓦の出土 もあ り奈良時代か

ら室町時代の寺院、集落跡 と考え られてきた。

調  査

第 2～ 4層 は水田跡 として利用 されてきた層序をよ く保 っている。第 5層

は黄褐色 シル トの層中に 6～ 7種の異質上が混入 してお り、中には図第 14ブ

ロックのよ うに茶褐色粘土 もみ られ る。 これは第 6層 の軟弱な砂質粘土層上

に質の異 なる上を客土 したことで生 じた土層の混乱であろうと察せ られ る。

遺物 も第 5層 内に集約 され る。量 も少な くいずれ も小破片で磨耗が著 しい。

第 11、 12層 は青灰色 および黒灰色粘土 とな り、 自然植物遺体 を含んでいる。

この層 は南の 自衛隊建物構内に認 め られ る弥生時代前期か ら中期 にかけての

包含層 に対比す る層 と思われる。 とくに第 12層 はかな りの厚みを もった層で

第 13層 の黒灰色 シル ト層 とともに安定 してお り、弥生時代層 と考えてよい も

のである。
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査調

6.<久 宝寺 遺 跡 >大 阪 ガ スK.K

管路埋設工事に伴う埋蔵文化財調査略報

調査地 は「久宝寺遺跡」の南縁および「亀井遺跡」の北縁 と推定 される一画

である。すなわち大阪中央環状線 と府道加美旭町久宝寺線が交叉す る八尾市神

武町の北西隅にあたる。工事の行われた地点は、かつて中央環状線敷設および

久宝寺緑地公園造成工事 によって地表 は一部削平 され、ついで 1.5れ ～ 2.5れ

の盛上が されてお り遺物包含層、遺構の遺存が危ぶまれていた。 しか し当該地

は上記の 2遺跡が接す る地域であると推定 されるところか ら調査を実施す るこ

ととした。

調査 は昭和52年 6月 ～ 8月 にかけて断続的に実施 したが、部厚い盛上の下 に

旧水田の床上部の若干が遺 る部分 と第 3層 に相当す る微砂層、そ して第 4～第

5層 は古墳時代 と推定 され る層、最下層は古大和川か又は、平野川の堆積 とみ

られ る砂層 とな り顕者な遺物包含層、遺構 は認め られなか った。

(1)B一 n

路面下約 2pま では盛上で、その下は不均斉な砂礫が約20働 堆積 してい

る。 この堆積が層 としてひろが るものか、又は部分的な ものかは確かめ得

なか った。 この堆積部の下 に上縁径約60働 、深さ約40働 の摺鉢形の小溝状

土拡があって、中は細砂ま じり茶褐色の上が充 っていた。遺物は認め られ

ないが他地点の同系土層 との関係か ら古墳時代 と推定 される。

(2)A― nw

路面下約 2.0れ に第 3層 と推定 される微砂層が約 1.0れ と部厚 く堆積 し

ている。第 4、 5層 は約30勁 の厚みで古墳時代層 と考え られ、磨耗の著 し

い古式上師器片数点が含まれていた。第 7層 は古大和川系の粗砂層 とな っ

ている。 この第 4、 5層 で も遺構は認め られない。

(3)B― ne、 B― W

l.4れ で淡灰色粘土層が約 10勁 の厚みで堆積 してお り、部分的に酸化鉄

の沈澱、付着部が見 られ る。次の約40翻 が古式上師器片を含む層であるが
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遺構 は検出で きなか った。以下砂質粘上、そ して最下層の砂層 となる。 こ

の部分の層序は比較的安定 してお り、同壁面 に接続す る部分の上層「 B―

W」 も同様である。

遺物 と、ま とめ

地表 (現道路面)下約 3.0れ に厚み約30勁 ～40働 でひろが る茶褐色土層が古

墳時代層 と考え られ、古式上師器片若千が包含 されている。それ らはいずれ も

小片化 し磨耗の度合 も著 しい。久宝寺緑地公園および亀井遺跡地内に埋蔵 され

ている土器片が出水 その他の事情 によって当該地 に移動 した もの と推定 される。
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